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ワールド・フォーラム 

２００９年 5月例会のご案内 

日 本 は 侵 略 国 家 で あ っ た の か ？ 

   ワールド・フォーラム４月例会では、昨年 11月に入り

企業の懸賞論文に応募して最優秀賞に受賞した発表

論文によって退職を迫られ、実質的にこの発表論文で

免職になった防衛省航空自衛隊前航空幕僚長 田母

神 俊雄 氏をお招きし、問題になった同氏の 「日本は

侵略国家であったのか？－戦後占領体制下、日本国

民洗脳の為に歪められた歴史観と真実－」 というテー

マで、お話し戴きます。  
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先の大戦とは、何だったのか？ 対中戦争について言えば、1937 年 

７月北京市郊外の盧溝橋で、中国共産党学生部長劉少奇が率いた

共産党ゲリラが、国民党 軍を偽装して駐留日本軍へ仕掛けた発砲

事件に端を発した 日本軍 vs 国民党軍の軍事衝突は、その裏に実

は、モスクワに本拠を置く国際共産主義（コミンテルン）の仕掛けた 

日中衝突の謀略であった。このことは、中国共産党が正史で認めて

いる歴史であって、毛沢東も周恩来も劉少奇自身が認めている。だ

から、日本軍が対中国侵略を意図して十分なる準備を積み重ねた 

上で起こした「侵略戦争」などでは決して無かったのである。このこと

は、当時の日本陸軍は、北からの脅威の対ソ連国境防衛に対処す

るのが日本陸軍の伝統であったことから、中国侵略など考えていな

かったこよは明らかであった。だから、戦後に流布され たような歴史

観、すなわち十分準備を積み重ね積極的に中国領土内に侵略して

行こ うとした意思などというのは全く無く、これは明白なる歴史の捏

造で ある。また、対米戦争について言えば、1941 年 12 月 8 日未明

の日本海軍の真珠湾攻撃についても、米国内の怨戦気分払拭の為

に日米軍事衝突を望んでいたのはルーズベルト米国大統領や

チャーチル英国首相であって、対独戦で欧州戦線に米国の参戦を望

んでい た米英側は、日本軍を誘導して先制攻撃を米本土以外の外

国米軍 基地を攻撃させることによって、伏見宮海軍軍令部長らの対

米強行派や山本連合艦隊司令長官の唱える真珠湾攻撃を起こさせ

ようと仕組んでいた。そうした国際共産主義（コミンテルン）の仕掛け

た謀略に、むざむざ日本軍は、対米戦への誘導に嵌められたのであ

ります。つまり、国際共産主義の仕掛けに、帝国陸軍は望んでもいな

かった「対中戦争」に嵌められ、帝国海軍は望んでもいなかった「対

米戦争」に 嵌められたのは歴史的な史実であります。だから、 歴史

の真実に熟知していれば、「日本侵略国家論」のような虚構の 歴史

捏造に洗脳されたりはしないものなのですが、戦後の占領体制と歴

史への無知が生み出したのが、捏造された歴史観／日本侵略国家

論であり、その定説化であります。その結果、今回のような田母神論

文への拒否反応に見られるような「歴史の真実追究姿勢の欠如」が

露わになるのであります。このように安全保障にとって最重要のテー

マについて、当事者であられる田母神氏から直接にお話を戴きま

す。皆様には、大変ご多忙かと存じますが、お誘い合わせの上で多

数の方々のご参加をお 願い申し上げます。  

田 母 神  俊 雄  氏  


